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この「社協だより せんだい」は、社協会費および
赤い羽根共同募金により発行しています。

　「地域福祉の推進」を図ることを目的とした団体です。仙台市
社会福祉協議会は「一人ひとりの市民が、その人らしく地域で
安心していきいきと暮らせる福祉のまちづくり」を基本理念と
し、地区社会福祉協議会や町内会、福祉団体・施設、ボランティ
ア等の協力をいただきながら、行政機関等と連携してさまざま
な福祉事業を進めています。

社会福祉協議会(社協)とは

松岡町子ども食堂
宮城野区松岡町に令和６年４月にオープンしたカフェ
で月１回子ども食堂が行われています。誰もが心地
よく過ごせる居場所づくりに取り組んでいます。
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 特集  

住み慣れた地域での暮らしを支える相談窓口

　～地域包括支援センターの役割～

令和6年度重点事業

令和5年度決算報告及び会費の使いみち

法人会員の紹介

ともに生き、支えあうまち

　～各区・支部から地域の魅力発信！～

令和6年度ともまち助成金のご案内

人と地域を笑顔でつなぐ

社 協 だ よ り

点字版を発行しています。
詳しくは本会事務局
（最終ページに記載）に
お問合せください。



地域で高齢の方を支える体制づくりでは「一人ひとりが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられること」が重要な
視点となります。本号では、地域の高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターの役割について紹介します。

～地域包括支援センターの役割～

仙
台
市
内
の
高
齢
者
人
口
や
高
齢
化

率
は
年
々
増
加
・
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
は
、住
民
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
、

住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
な
ど
、地
域

で
の
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
。一
方
、そ
の
仕
組
み

を
活
用
す
る
た
め
の
情
報
収
集
や
手
続

き
な
ど
に
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
る
方
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
地
域
の
方
々
の
相
談
窓
口
と

な
る
の
が「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、地

域
に
暮
ら
す
皆
様
が
高
齢
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、介
護
・
福
祉
・
健
康
・

医
療
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
援

を
行
う
た
め
に
、仙
台
市
が
設
置
し
た

相
談
窓
口
で
す
。概
ね
中
学
校
区
に
１
つ
、

市
内
53
か
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、運
営

は
社
会
福
祉
法
人
や
民
間
企
業
な
ど
が

行
っ
て
い
ま
す
。本
会
で
は
五
橋
・
台
原
・

高
砂
・
郡
山
の
４
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
に
は「
主
任
介
護
支
援
専

門
員
」「
社
会
福
祉
士
」「
保
健
師
」な
ど

の
専
門
職
が
配
置
さ
れ
、寄
せ
ら
れ
た

相
談
に
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
な
ど
、ご
本
人
や
ご

家
族
だ
け
で
な
く
、近
く
に
お
住
ま
い
の
方

や
福
祉
・
医
療
関
係
者
か
ら
の
ご
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
、電
話
や
来
所
の
ほ
か
、ご
自

宅
を
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ご
相

談
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、解
決
方

法
を
一
緒
に
考
え
、制
度
利
用
に
必
要
な
手

続
き
や
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
連
絡
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

主
な
役
割

生
活
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
や
、介
護

保
険
で
要
支
援
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
、介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
計
画
を
作

成
し
、利
用
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
方
、虐
待
・
消
費
者
被
害
な
ど
で
お
困
り

の
方
の
権
利
を
守
る
と
と
も
に
、今
後
の
生

活
の
安
定
に
向
け
た
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、学
校
や
企
業
な
ど
を
訪
問
し
て

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、健
康

状
態
の
把
握
や
助
言
、地
域
の
方
々
が
行

う
介
護
予
防
運
動
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活

動
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
集
会
所
な
ど
を
お
借

り
し
て
、介
護
予
防
の
運
動
教
室
や
健
康

講
話
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

加
齢
に
伴
い
、筋
力
や
認
知
機
能
、社
会
と

の
つ
な
が
り
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
。

担
当
す
る
地
域
で
圏
域
ケ
ア
会
議

な
ど
を
開
催
し
、地
域
の
町
内
会
組
織

や
地
区
社
協
、民
生
委
員
児
童
委
員
の

ほ
か
、医
療
・
福
祉
関
係
者
、公
的
機
関

な
ど
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

休
館
期
間
中
の
施
設
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、決
ま
り
次

第
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

①
、②
と
も
に
会
場
は
福
祉
プ
ラ
ザ

①
先
着

４０
名
　
②
先
着

７０
名

申
込
受
付
は
８
月

２６
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

詳
細
は
仙
台
市
成
年
後
見
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仙
台
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
仙
台

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

検
索
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

特 集

地
域
の
高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る

相
談
や
支
援
の
窓
口
と
し
て

1

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
相
談
や
︑支
援
関
係
者
と
の

調
整
役
と
し
て

2
判
断
能
力
や
立
場
の
弱
い
方
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

支
援
役
と
し
て

3

認知症サポーター養成講座の様子

介
護
予
防
や
フ
レ
イ
ル
予
防
︑

健
康
づ
く
り
の
支
援
役
と
し
て

4

職員が町内会集会所などで
活動するグループやサロン
を訪問し、一緒に健康づくり
に取り組みます。

地域のお祭りに、
フレイルチェックコーナーを設置！

地
域
の
方
が
互
い
に

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の

推
進
役
と
し
て

5

地域の関係者が集まる
圏域ケア会議の様子

こちらから ▲
検索できます

電話

訪問 来所

日
時  

令
和
6
年
９
月

２８
日（
土
）

　
　  

午
前
10
時
3０
分
〜
午
後
0
時

３０
分

日
時  

令
和
6
年
8
月

２4
日（
土
）

　
　  

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場  

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

　
　
　（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

日
時 

令
和
６
年
10
月
11
日（
金
）

　
　  

午
後
１
時

００
分
〜
３
時

３０
分

①
第
１
回

﹁
任
意
後
見
制
度
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
﹂

②
第
２
回

﹁
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
成
年
後
見
制
度
﹂

日
時
・
会
場

福
祉
に
関
す
る
内
容

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

・パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

・
地
域
福
祉
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
福
祉
団
体
紹
介
コ
ー
ナ
ー

・「
市
民
後
見
人
」紹
介
コ
ー
ナ
ー

・
福
祉
施
設
製
品
販
売

健
康
に
関
す
る
内
容

・フ
レ
イ
ル
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

・
歯
科
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

■ 

実
施
コ
ー
ナ
ー

第
三
回

福
祉
プ
ラ
ザ
ま
つ
り
の
開
催

福
祉
プ
ラ
ザ
休
館
の
お
知
ら
せ

︹
休
館
期
間
︺

令
和
６
年

１１
月
１
日
か
ら
約
２
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
予
定
）

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
先
】

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

　
　
　  

T
E
L
　２
1
3 

ー 

6
2
3
7

:

市
民
向
け

成
年
後
見
基
礎
講
座

フ
レ
イ
ル
と
は

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー（
ま
も

り
ー
ぶ
仙
台
）で
は
、青
葉
区
ま
た
は
太
白

区
エ
リ
ア
で
活
動
可
能
な
生
活
支
援
員
を

募
集
中
で
す
。認
知
症
や
知
的
障
害
、精
神

障
害
な
ど
で
、判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

の
自
宅
を
訪
問
し
、利
用
援
助
や
日
常
的

金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を
行
う
業
務

で
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
も
り
ー
ぶ
仙
台

生
活
支
援
員
募
集

【
問
合
せ
先
】

仙
台
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

T
E
L
　２
1
7 

ー 

1
6
1
0

:

【
問
合
せ
先
】

仙
台
市
成
年
後
見
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

T
E
L
　２
2
3 

ー 

2
1
1
8

:

詳しくはこちら▲
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地域で高齢の方を支える体制づくりでは「一人ひとりが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられること」が重要な
視点となります。本号では、地域の高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターの役割について紹介します。

～地域包括支援センターの役割～
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齢
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と
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仕
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収
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続
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敷
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の
高
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を
感
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る
方
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
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の
方
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の
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窓
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と

な
る
の
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地
域
包
括
支
援
セ
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タ
ー
」

で
す
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
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は
、地

域
に
暮
ら
す
皆
様
が
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齢
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
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た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
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護
・
福
祉
・
健
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・

医
療
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
援

を
行
う
た
め
に
、仙
台
市
が
設
置
し
た

相
談
窓
口
で
す
。概
ね
中
学
校
区
に
１
つ
、

市
内
53
か
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、運
営

は
社
会
福
祉
法
人
や
民
間
企
業
な
ど
が

行
っ
て
い
ま
す
。本
会
で
は
五
橋
・
台
原
・

高
砂
・
郡
山
の
４
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
に
は「
主
任
介
護
支
援
専

門
員
」「
社
会
福
祉
士
」「
保
健
師
」な
ど

の
専
門
職
が
配
置
さ
れ
、寄
せ
ら
れ
た

相
談
に
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
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高
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者
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生
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に
関
す
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ま
な

困
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と
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な
ど
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け
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ま
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要
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手
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す
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困
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。
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把
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動
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活

動
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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ま
た
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の
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な
ど
を
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し
て
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予
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運
動
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や
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催
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ど
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く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

休
館
期
間
中
の
施
設
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、決
ま
り
次

第
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

①
、②
と
も
に
会
場
は
福
祉
プ
ラ
ザ

①
先
着

４０
名
　
②
先
着

７０
名

申
込
受
付
は
８
月

２６
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

詳
細
は
仙
台
市
成
年
後
見
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仙
台
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
仙
台

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

検
索
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

特 集

地
域
の
高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る

相
談
や
支
援
の
窓
口
と
し
て

1

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
相
談
や
︑支
援
関
係
者
と
の

調
整
役
と
し
て

2
判
断
能
力
や
立
場
の
弱
い
方
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

支
援
役
と
し
て

3

認知症サポーター養成講座の様子

介
護
予
防
や
フ
レ
イ
ル
予
防
︑

健
康
づ
く
り
の
支
援
役
と
し
て

4

職員が町内会集会所などで
活動するグループやサロン
を訪問し、一緒に健康づくり
に取り組みます。

地域のお祭りに、
フレイルチェックコーナーを設置！

地
域
の
方
が
互
い
に

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の

推
進
役
と
し
て

5

地域の関係者が集まる
圏域ケア会議の様子

こちらから ▲
検索できます

電話

訪問 来所

日
時  

令
和
6
年
９
月

２８
日（
土
）

　
　  

午
前
10
時
3０
分
〜
午
後
0
時

３０
分

日
時  

令
和
6
年
8
月

２4
日（
土
）

　
　  

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場  

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

　
　
　（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

日
時 

令
和
６
年
10
月
11
日（
金
）

　
　  

午
後
１
時

００
分
〜
３
時

３０
分

①
第
１
回

﹁
任
意
後
見
制
度
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
﹂

②
第
２
回

﹁
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
成
年
後
見
制
度
﹂

日
時
・
会
場

福
祉
に
関
す
る
内
容

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

・パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

・
地
域
福
祉
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
福
祉
団
体
紹
介
コ
ー
ナ
ー

・「
市
民
後
見
人
」紹
介
コ
ー
ナ
ー

・
福
祉
施
設
製
品
販
売

健
康
に
関
す
る
内
容

・フ
レ
イ
ル
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

・
歯
科
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

■ 

実
施
コ
ー
ナ
ー

第
三
回

福
祉
プ
ラ
ザ
ま
つ
り
の
開
催

福
祉
プ
ラ
ザ
休
館
の
お
知
ら
せ

︹
休
館
期
間
︺

令
和
６
年

１１
月
１
日
か
ら
約
２
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
予
定
）

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
先
】

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

　
　
　  

T
E
L
　２
1
3 

ー 

6
2
3
7

:

市
民
向
け

成
年
後
見
基
礎
講
座

フ
レ
イ
ル
と
は

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー（
ま
も

り
ー
ぶ
仙
台
）で
は
、青
葉
区
ま
た
は
太
白

区
エ
リ
ア
で
活
動
可
能
な
生
活
支
援
員
を

募
集
中
で
す
。認
知
症
や
知
的
障
害
、精
神

障
害
な
ど
で
、判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

の
自
宅
を
訪
問
し
、利
用
援
助
や
日
常
的

金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を
行
う
業
務

で
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
も
り
ー
ぶ
仙
台

生
活
支
援
員
募
集

【
問
合
せ
先
】

仙
台
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

T
E
L
　２
1
7 

ー 

1
6
1
0

:

【
問
合
せ
先
】

仙
台
市
成
年
後
見
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

T
E
L
　２
2
3 

ー 

2
1
1
8

:

詳しくはこちら▲
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1,863,988,056
収入 支出

1,961,717,422

事業活動による収支 単位:円

就労支援事業/
障害福祉サービス等事業
11,907,060

人件費
1,376,178,581

事業費
181,785,225

事務費
290,610,386

共同募金配分金事業
23,919,138

助成金  78,304,108

その他の支出  10,919,984

会費  82,541,040

寄附金  
4,890,363

補助金
569,380,270

受託金
975,359,762

介護保険事業
203,721,428

その他の収入  16,188,133

支
出

収
入

（単位:円）決算額科　目

事業活動による
収支

施設整備等による
収支

収入

支出

収支差額 ①

1,863,988,056

1,961,717,422

△ 97,729,366

収入

支出

収支差額 ②

0

3,186,300

△ 3,186,300

その他活動による
収支

収入

支出

収支差額 ③

154,459,543

59,867,431

94,592,112

当期資金収支差額 ④=①+②+③ △ 6,323,554

前期末支払資金残高 ⑤ 460,068,916

当期末支払資金残高 ⑥=④+⑤ 453,745,362

内　　容 金額（円）

39,569,720

5,459,574

5,755,929

11,871,271

財務課 企画財務係　223-2010（代表）問合せ先

令和5年度主な事業への会費充当額

第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
せ
ん
だ
い
a
i
プ
ラ
ン
）に

基
づ
く
事
業
の
推
進

１「
身
近
な
福
祉
課
題
に
気
づ
く
力
を

  

高
め
る
」た
め
の
取
り
組
み

（1）

活動目標 1

地区社協（一部地域は町内会）の福祉活動に対する助成
地区社会福祉協議会活動支援事業

地域福祉セミナーや各種研修会開催、地域福祉活動推進の助成金等
地域福祉活動推進事業

地区社協が行う小地域福祉ネットワーク活動※に対する助成

※地域で見守りや支援を必要とする方やその家族などが安心
　して暮らせるように、訪問や声がけによる安否確認活動や
　高齢者、子育て中の親子等の交流の場をつくるためのサロン
　活動等が行われています。

小地域福祉ネットワーク活動推進事業

広報紙「社協だより せんだい」の発行費等
広報紙発行事業等

19,884,546法人本部や各区・支部事務所の地域福祉事業運営費等
地域福祉活動推進事業運営費等

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
地
域
活
動
の
推
進

仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
6
年
度 

重
点
事
業
（
主
な
取
り
組
み
）

・
地
区
社
協
活
動
の「
見
え
る
化
」支
援

・
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
作
成
・
配
布

・
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

  （
令
和
６
年
10
月
開
催
予
定
）

・
地
区
社
協
等
へ
の
活
動
助
成（

104
地
区
）

・
Ｃ
Ｓ
Ｗ
協
働
推
進
地
区
へ
の
支
援（
12
地
区
）

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
懇
談
会
の
開
催

・
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

・「
見
守
り
会
議
」「
つ
な
が
る
会
議
」の
開
催

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
支
援

・
生
活
福
祉
資
金
等
の
貸
付
利
用
世
帯
へ
の
支
援

・
外
国
人
対
象
の
相
談
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

・
地
域
座
談
会
の
開
催（
12
地
区
）

・
地
域
の
資
源
と
ニ
ー
ズ
を
繋
ぐ

  

マ
ッ
チ
ン
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営

・
子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成（
30
団
体
）

・
子
ど
も
食
堂
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催

・
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
へ
の
助
成

・「
通
い
の
場
・
集
い
の
場
」充
実
事
業

・
地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
支
援

・
と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

  

創
出
助
成（
30
団
体
）

・
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
に
お
け
る

  

公
益
的
な
取
組
へ
の
支
援

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

・
広
報
誌「
ぼ
ら
せ
ん
」の
発
行（
4
回
）

・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

・
障
害
理
解
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修（
40
回
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

  

会
議
の
開
催

・
福
祉
学
習
の
推
進（
82
校
）

組
織
体
制
の
強
化
と
経
営

基
盤
の
確
立
等
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進

令和6年6月25日の定時評議員会において、令和5年度決算が承認されましたので下記のとおりお知らせします。

「
第
5
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
令
和
3

〜
8
年
度
）」に
掲
げ
た
事
業
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、計
画
期
間
の
折
り

返
し
と
な
る
令
和
6
年
度
は
、地
区
社
協
を

対
象
と
し
た
地
域
福
祉
活
動
の
実
態
調
査

や
、福
祉
団
体
、企
業
、学
校
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
ふ

ま
え
、有
識
者
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
計
画
の
中
間
評
価
を
行
い
ま
す
。

法
人
運
営
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

を
中
心
に
、安
定
経
営
を
基
本
と
し
た
取
り
組

み
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
中
期
経
営
計
画
」（
令

和
5
〜
8
年
度
）で
示
し
た
財
源
確
保
や
人
材

育
成
な
ど
経
営
上
の
課
題
と
達
成
す
べ
き
目

標
に
つ
い
て
着
実
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

多
機
関
協
働
に
よ
る

包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

（1）
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援

（2）

安
定
し
た
財
源
確
保
と
適
正
な
執
行

（2）

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
へ
の
支
援

（3）

質
の
高
い
福
祉・介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（4）
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や

  

福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
訓
練

・「
社
協
だ
よ
り
せ
ん
だ
い
」の
発
行（
3
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

  （
令
和
６
年
11
月
公
開
予
定
）

住
民
に
信
頼
さ
れ
る

法
人
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

（1）
他
都
市
社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
応
援
職
員
派
遣

（5）
・
会
費
や
寄
附
金
収
入
な
ど
自
主
財
源
の
確
保

職
員
の
資
質
向
上
と
人
材
確
保

（3）
・
人
材
育
成
方
針
に
基
づ
く
職
員
研
修

・
職
員
の
資
格
取
得
へ
の
助
成

・
指
定
管
理
施
設（
12
施
設
）の
運
営

・
指
定
管
理
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
へ
の
対
応

  （
福
祉
プ
ラ
ザ
他
2
施
設
）

・
介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
経
営

・
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
地
の
社
協
支
援

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
を
抱
え
た
世

帯
や
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

は
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
よ
り
、

区
役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、課
題
解
決
に
向
け
た
相

談
支
援
や
援
助
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

社協会費の使いみち

「
解
決
の
た
め
に
行
動
す
る
」

た
め
の
取
り
組
み

（3）

活動目標 3

「
一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
参
加
を

  

推
進
す
る
」た
め
の
取
り
組
み

（4）

活動目標 4

・
仙
台
市
・
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

  （
ま
も
り
ー
ぶ
）の
運
営

・
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
と
利
用
促
進

・
仙
台
市
成
年
後
見
総
合
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
市
民
後
見
人
受
任
者
・
候
補
者
研
修（
3
回
）

仙台市
社会福祉協議会 令和5年度決算報告

（概要）

本会公式YouTubeチャンネル
「せんだい社協チャンネル」に会費を使った

地域福祉活動の紹介動画を掲載しています

令和5年度社協会費の実績

会員募集は、地区社会福祉協議会や町内
会・自治会の役員さんをはじめとする多くの
市民の皆様、並びに社会福祉団体、施設、民間
企業など関係団体のご理解・ご協力を得て
行っております。

ご協力いただきました皆様に厚く御礼申
し上げます。

会員の種類 金額（円）

普通会員（個人または世帯）

普通会員（社会福祉施設）

普通会員（福祉事業者・団体）

特別賛助会員

法人会員

77,212,840
186,000
306,000

2,026,200
2,810,000

合　　計 82,541,040

社協会費は、地域で福祉活動を行っている皆様の活動資金や、福祉のまちづくりを推進するための事業費
として活用される貴重な財源です。

ま
た
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理

施
設
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
良
質

な
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
利
用

者
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、安
全
・
安
心

に
十
分
配
慮
し
た
施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

多
様
化
・
複
雑
化
す
る

課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
す
る

相
談
体
制
の
強
化

2

「
地
域
の
課
題
や
良
さ
を
共
有
す
る

  

場
づ
く
り
を
進
め
る
」

  

た
め
の
取
り
組
み

（2）

活動目標 2

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
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1,863,988,056
収入 支出

1,961,717,422

事業活動による収支 単位:円

就労支援事業/
障害福祉サービス等事業
11,907,060

人件費
1,376,178,581

事業費
181,785,225

事務費
290,610,386

共同募金配分金事業
23,919,138

助成金  78,304,108

その他の支出  10,919,984

会費  82,541,040

寄附金  
4,890,363

補助金
569,380,270

受託金
975,359,762

介護保険事業
203,721,428

その他の収入  16,188,133

支
出

収
入

（単位:円）決算額科　目

事業活動による
収支

施設整備等による
収支

収入

支出

収支差額 ①

1,863,988,056

1,961,717,422

△ 97,729,366

収入

支出

収支差額 ②

0

3,186,300

△ 3,186,300

その他活動による
収支

収入

支出

収支差額 ③

154,459,543

59,867,431

94,592,112

当期資金収支差額 ④=①+②+③ △ 6,323,554

前期末支払資金残高 ⑤ 460,068,916

当期末支払資金残高 ⑥=④+⑤ 453,745,362

内　　容 金額（円）

39,569,720

5,459,574

5,755,929

11,871,271

財務課 企画財務係　223-2010（代表）問合せ先

令和5年度主な事業への会費充当額

第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
せ
ん
だ
い
a
i
プ
ラ
ン
）に

基
づ
く
事
業
の
推
進

１「
身
近
な
福
祉
課
題
に
気
づ
く
力
を

  

高
め
る
」た
め
の
取
り
組
み

（1）

活動目標 1

地区社協（一部地域は町内会）の福祉活動に対する助成
地区社会福祉協議会活動支援事業

地域福祉セミナーや各種研修会開催、地域福祉活動推進の助成金等
地域福祉活動推進事業

地区社協が行う小地域福祉ネットワーク活動※に対する助成

※地域で見守りや支援を必要とする方やその家族などが安心
　して暮らせるように、訪問や声がけによる安否確認活動や
　高齢者、子育て中の親子等の交流の場をつくるためのサロン
　活動等が行われています。

小地域福祉ネットワーク活動推進事業

広報紙「社協だより せんだい」の発行費等
広報紙発行事業等

19,884,546法人本部や各区・支部事務所の地域福祉事業運営費等
地域福祉活動推進事業運営費等

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
地
域
活
動
の
推
進

仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
6
年
度 

重
点
事
業
（
主
な
取
り
組
み
）

・
地
区
社
協
活
動
の「
見
え
る
化
」支
援

・
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
作
成
・
配
布

・
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

  （
令
和
６
年
10
月
開
催
予
定
）

・
地
区
社
協
等
へ
の
活
動
助
成（

104
地
区
）

・
Ｃ
Ｓ
Ｗ
協
働
推
進
地
区
へ
の
支
援（
12
地
区
）

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
懇
談
会
の
開
催

・
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

・「
見
守
り
会
議
」「
つ
な
が
る
会
議
」の
開
催

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
支
援

・
生
活
福
祉
資
金
等
の
貸
付
利
用
世
帯
へ
の
支
援

・
外
国
人
対
象
の
相
談
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

・
地
域
座
談
会
の
開
催（
12
地
区
）

・
地
域
の
資
源
と
ニ
ー
ズ
を
繋
ぐ

  

マ
ッ
チ
ン
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営

・
子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成（
30
団
体
）

・
子
ど
も
食
堂
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催

・
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
へ
の
助
成

・「
通
い
の
場
・
集
い
の
場
」充
実
事
業

・
地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
支
援

・
と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

  

創
出
助
成（
30
団
体
）

・
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
に
お
け
る

  

公
益
的
な
取
組
へ
の
支
援

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

・
広
報
誌「
ぼ
ら
せ
ん
」の
発
行（
4
回
）

・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

・
障
害
理
解
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修（
40
回
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

  

会
議
の
開
催

・
福
祉
学
習
の
推
進（
82
校
）

組
織
体
制
の
強
化
と
経
営

基
盤
の
確
立
等
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進

令和6年6月25日の定時評議員会において、令和5年度決算が承認されましたので下記のとおりお知らせします。

「
第
5
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
令
和
3

〜
8
年
度
）」に
掲
げ
た
事
業
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、計
画
期
間
の
折
り

返
し
と
な
る
令
和
6
年
度
は
、地
区
社
協
を

対
象
と
し
た
地
域
福
祉
活
動
の
実
態
調
査

や
、福
祉
団
体
、企
業
、学
校
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
ふ

ま
え
、有
識
者
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
計
画
の
中
間
評
価
を
行
い
ま
す
。

法
人
運
営
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

を
中
心
に
、安
定
経
営
を
基
本
と
し
た
取
り
組

み
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
中
期
経
営
計
画
」（
令

和
5
〜
8
年
度
）で
示
し
た
財
源
確
保
や
人
材

育
成
な
ど
経
営
上
の
課
題
と
達
成
す
べ
き
目

標
に
つ
い
て
着
実
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

多
機
関
協
働
に
よ
る

包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

（1）
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援

（2）

安
定
し
た
財
源
確
保
と
適
正
な
執
行

（2）

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
へ
の
支
援

（3）

質
の
高
い
福
祉・介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（4）
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や

  

福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
訓
練

・「
社
協
だ
よ
り
せ
ん
だ
い
」の
発
行（
3
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

  （
令
和
６
年
11
月
公
開
予
定
）

住
民
に
信
頼
さ
れ
る

法
人
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

（1）
他
都
市
社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
応
援
職
員
派
遣

（5）
・
会
費
や
寄
附
金
収
入
な
ど
自
主
財
源
の
確
保

職
員
の
資
質
向
上
と
人
材
確
保

（3）
・
人
材
育
成
方
針
に
基
づ
く
職
員
研
修

・
職
員
の
資
格
取
得
へ
の
助
成

・
指
定
管
理
施
設（
12
施
設
）の
運
営

・
指
定
管
理
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
へ
の
対
応

  （
福
祉
プ
ラ
ザ
他
2
施
設
）

・
介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
経
営

・
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
地
の
社
協
支
援

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
を
抱
え
た
世

帯
や
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

は
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
よ
り
、

区
役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、課
題
解
決
に
向
け
た
相

談
支
援
や
援
助
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

社協会費の使いみち

「
解
決
の
た
め
に
行
動
す
る
」

た
め
の
取
り
組
み

（3）

活動目標 3

「
一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
参
加
を

  

推
進
す
る
」た
め
の
取
り
組
み

（4）

活動目標 4

・
仙
台
市
・
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

  （
ま
も
り
ー
ぶ
）の
運
営

・
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
と
利
用
促
進

・
仙
台
市
成
年
後
見
総
合
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
市
民
後
見
人
受
任
者
・
候
補
者
研
修（
3
回
）

仙台市
社会福祉協議会 令和5年度決算報告

（概要）

本会公式YouTubeチャンネル
「せんだい社協チャンネル」に会費を使った

地域福祉活動の紹介動画を掲載しています

令和5年度社協会費の実績

会員募集は、地区社会福祉協議会や町内
会・自治会の役員さんをはじめとする多くの
市民の皆様、並びに社会福祉団体、施設、民間
企業など関係団体のご理解・ご協力を得て
行っております。

ご協力いただきました皆様に厚く御礼申
し上げます。

会員の種類 金額（円）

普通会員（個人または世帯）

普通会員（社会福祉施設）

普通会員（福祉事業者・団体）

特別賛助会員

法人会員

77,212,840
186,000
306,000

2,026,200
2,810,000

合　　計 82,541,040

社協会費は、地域で福祉活動を行っている皆様の活動資金や、福祉のまちづくりを推進するための事業費
として活用される貴重な財源です。

ま
た
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理

施
設
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
良
質

な
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
利
用

者
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、安
全
・
安
心

に
十
分
配
慮
し
た
施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

多
様
化
・
複
雑
化
す
る

課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対
す
る

相
談
体
制
の
強
化

2

「
地
域
の
課
題
や
良
さ
を
共
有
す
る

  

場
づ
く
り
を
進
め
る
」

  

た
め
の
取
り
組
み

（2）

活動目標 2

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

社協だより せんだい 2024年8月5



本会の事業にご賛同いただきました法人会員をご紹介します。（五十音順、敬称略）
ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。

医療法人仁泉会みやぎ健診プラザ
梶原電気株式会社
株式会社青葉環境保全
株式会社イメージパーク
株式会社植松商会
株式会社エーブィテック
株式会社ＳＪＣ
株式会社エスデーファイブ
株式会社こんの
株式会社佐元工務店
株式会社自然環境産業
株式会社仙台グランド警備

株式会社羽田電機工業所
株式会社ミナト商会
株式会社宮城公害処理
株式会社未来企画
愚鈍院
クラシタス株式会社
公益財団法人鉄道弘済会東北支部
今野印刷株式会社
サイト工業株式会社
七十七銀行荒町支店
社会福祉法人ライフの学校
宗教法人眞福寺

宗教法人旅立稲荷神社
鈴木工業株式会社
税理士法人スクラムマネジメント
仙都魚類株式会社
大創工業株式会社
特定非営利活動法人仙台夜まわりグループ
三和電機商事株式会社
有限会社オーバード
有限会社カール英会話ほいくえん
有限会社福祉サポート仙台東
ワタヒョウ株式会社

株式会社赤井沢
株式会社秋元技術コンサルタンツ
株式会社石橋組
株式会社東北協立
株式会社ビルド
河北建設株式会社
公益財団法人鉄道弘済会仙台保育所

更生保護法人宮城東華会
セルテックエンジニアリング株式会社
同事建設株式会社
東北工業大学
特定非営利活動法人ＦＯＲＹＯＵにこにこの家
日成施設株式会社
はあとふるケアサービス

フジ電子興業株式会社
宮春工業株式会社
土地家屋調査士目黒正夫
有限会社創建技術
瀧澤寺

青柳トラベルサービス
赤坂建設株式会社
一般社団法人泉青年会議所
一般財団法人宮城県公衆衛生協会
医療法人松田会
遠藤商事株式会社仙台支社
　泉セントラルサービスステーション
小野輝明行政書士事務所
株式会社ＮＴＫセラテック
株式会社さとう総業
株式会社スマートシステム
株式会社高長商店
株式会社竹亭
株式会社ティ・ピィ・エスサービス
株式会社東仙電気
株式会社トラストメディカル

株式会社日泉商事
株式会社ハイウエイとうほく
株式会社針生
株式会社ホロニック
株式会社三浦組
株式会社ミヤックス
株式会社山一地所
株式会社ゆらリズム
株式会社リボーン・クリエイト
株式会社竜門園
興禅院
ゴリラガードギャランティ株式会社
サン工業株式会社
実相寺
宗教法人清水寺
宗教法人東泉寺

宗教法人柳澤寺
宗教法人浄満寺
仙台北自動車学校
洞雲寺
特別養護老人ホーム抱優館八乙女
独立型社会福祉士事務所ウェルビーイングあさひ
二柱神社
みやぎ仙台商工会
三善測量株式会社
有限会社アベ企画
有限会社石森企画印刷
有限会社おの実業
有限会社河北消毒センター
有限会社シンタク
有限会社八乙女企画

令和6年度法人会員募集のご案内
社協会員加入にご協力をお願いします。皆様のご支援が地域の福祉
活動の支えになります。

詳しいご案内は
こちらを

ご覧ください

問合せ先 財務課 企画財務係　223-2010（代表）

宮 城 野 区

若  林  区

太  白  区

青麻神社
青葉緑化工業株式会社
一般財団法人宮城県青年会館
一般財団法人杜の都産業保健会
介護老人保健施設コジーケア・ホーム
学校法人仙台育英学園
株式会社オンワード・マエノ
株式会社サイコー
株式会社センソクコンサルタント
株式会社橘工業
株式会社東北アイビ

株式会社ＮＩＷＡＹＡ
株式会社農協印刷センター
株式会社ボディプラスインターナショナル
株式会社明和
株式会社レンテック
環境設備工業株式会社
協業組合仙台清掃公社
公益財団法人仙台市医療センター仙台オープン病院
社会福祉法人円周福祉会
社会福祉法人宮城厚生福祉会
社会福祉法人ゆうゆう舎

社会福祉法人ラ・サール会
宗教法人雲洞院
誓渡寺
仙台中央食肉卸売市場株式会社
東杜シーテック株式会社
東北電子機器株式会社
平田神社
安田病院
有限会社みやぎ造景
有楽恒産株式会社

アエル株式会社
朝日仙台税理士法人
熱海建設株式会社
飯川洋一司法書士行政書士事務所
一般社団法人東北再生可能エネルギー協会
医療法人さくら桜ヶ丘クリニック
医療法人社団初心会
奥田建設株式会社
学校法人東北医科薬科大学
学校法人東北学院
学校法人若草学園わかくさ幼稚園
株式会社アスカ
株式会社アトマックス
株式会社阿部和工務店
株式会社河北新報社
株式会社菊地葬儀社
株式会社クロップス
株式会社白松がモナカ本舗
株式会社仙台銀行

株式会社タケザワ
株式会社テーシー東北
株式会社メガネの相沢
公益社団法人仙台市シルバー人材センター
公益社団法人仙台青年会議所
合同会社ウェルビーイング企画
国立大学法人東北大学
實商株式会社
司法書士法人千葉事務所
社会福祉法人青葉福祉会法人本部
社会福祉法人仙台市社会事業協会
社会福祉法人仙台市障害者福祉協会
社会福祉法人仙台福祉サービス協会
社会福祉法人想伝舎食と森のこども園小松島
ジャパンマネジメントカウンシル株式会社
宗教法人大和教団
税理士法人あさひ会計
仙台国際ホテル株式会社
仙台商工会議所

東照宮
東北発電工業株式会社
東北福祉大学
東北ポートサービス株式会社
銅谷建設株式会社
同和警備株式会社
同和興業株式会社
７ＣＯＭ株式会社
東日本興業株式会社
弁護士法人リーガルプロフェッション
松澤工務店
三菱地所株式会社
宮城学院女子大学
杜の都信用金庫
有限会社法務ネットＡチーム
有限会社みやぎ葬祭
有限会社メモワード

アサヒサンクリーン株式会社東北支店
あやし腎・泌尿器クリニック
安養寺
医療法人社団平成会平成眼科病院
医療法人ひろせ会
インテック株式会社
ウツミ工務店株式会社
宇那禰神社
遠藤商事株式会社
活牛寺
株式会社あいあーる
株式会社上郡店
株式会社ｋｉｂｉｄａｎｇｏ
株式会社小松建設
株式会社ジャパンクリーン
株式会社富樫工業
株式会社広瀬組
株式会社ホクトコーポレーション
株式会社ホテル湯の原荘
株式会社宮城衛生環境公社
株式会社宮城日化サービス
株式会社リアライズ

株式会社渡辺新聞店
公益財団法人宮城県結核予防会
興源寺
光西寺
興禅寺
佐藤印刷
宗教法人西方寺
宗教法人弥勒寺
定義とうふ店
正法寺
新東北化学工業愛子工場
鈴木章歯科医院
諏訪神社
青松寺
仙台環境開発株式会社
仙台五陽環境株式会社
仙台西仏教会
仙台農業協同組合宮城支店
大門寺
長泉寺
ディックライト株式会社
同慶寺

德源寺
永澤自動車整備工場
ナショナルエレベーター工業株式会社
錦エステート株式会社
西仙台歯科医院
ニッカウヰスキー株式会社仙台工場
花岡歯科医院
ひろせ内科
ピーエスリサイクル東北
宮内歯科医院
宮城興業株式会社
杜の都信用金庫宮城町支店
有限会社アオバ葬祭
有限会社エムエス電工
有限会社庄子油脂店
有限会社新栄電気水道工業
有限会社中ノ瀬
有限会社ふじや千舟
有限会社結城生花店
よねかわ歯科医院
陸前運送株式会社
龍角寺
ワタキューセイモア株式会社

宮 城 支 部

仙台市社会福祉協議会

法人会員加入のポイント

※法人税法(第37条第4項)の規定により、税制上の優遇措置が
　受けられます。

気軽にできる社会貢献活動です
法人税法上の損金算入ができます

会費（年額）

何口でもご加入いただけます

一
口

令和5年度

青  葉  区

泉  区

社協だより せんだい 2024年8月 6



本会の事業にご賛同いただきました法人会員をご紹介します。（五十音順、敬称略）
ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。

医療法人仁泉会みやぎ健診プラザ
梶原電気株式会社
株式会社青葉環境保全
株式会社イメージパーク
株式会社植松商会
株式会社エーブィテック
株式会社ＳＪＣ
株式会社エスデーファイブ
株式会社こんの
株式会社佐元工務店
株式会社自然環境産業
株式会社仙台グランド警備

株式会社羽田電機工業所
株式会社ミナト商会
株式会社宮城公害処理
株式会社未来企画
愚鈍院
クラシタス株式会社
公益財団法人鉄道弘済会東北支部
今野印刷株式会社
サイト工業株式会社
七十七銀行荒町支店
社会福祉法人ライフの学校
宗教法人眞福寺

宗教法人旅立稲荷神社
鈴木工業株式会社
税理士法人スクラムマネジメント
仙都魚類株式会社
大創工業株式会社
特定非営利活動法人仙台夜まわりグループ
三和電機商事株式会社
有限会社オーバード
有限会社カール英会話ほいくえん
有限会社福祉サポート仙台東
ワタヒョウ株式会社

株式会社赤井沢
株式会社秋元技術コンサルタンツ
株式会社石橋組
株式会社東北協立
株式会社ビルド
河北建設株式会社
公益財団法人鉄道弘済会仙台保育所

更生保護法人宮城東華会
セルテックエンジニアリング株式会社
同事建設株式会社
東北工業大学
特定非営利活動法人ＦＯＲＹＯＵにこにこの家
日成施設株式会社
はあとふるケアサービス

フジ電子興業株式会社
宮春工業株式会社
土地家屋調査士目黒正夫
有限会社創建技術
瀧澤寺

青柳トラベルサービス
赤坂建設株式会社
一般社団法人泉青年会議所
一般財団法人宮城県公衆衛生協会
医療法人松田会
遠藤商事株式会社仙台支社
　泉セントラルサービスステーション
小野輝明行政書士事務所
株式会社ＮＴＫセラテック
株式会社さとう総業
株式会社スマートシステム
株式会社高長商店
株式会社竹亭
株式会社ティ・ピィ・エスサービス
株式会社東仙電気
株式会社トラストメディカル

株式会社日泉商事
株式会社ハイウエイとうほく
株式会社針生
株式会社ホロニック
株式会社三浦組
株式会社ミヤックス
株式会社山一地所
株式会社ゆらリズム
株式会社リボーン・クリエイト
株式会社竜門園
興禅院
ゴリラガードギャランティ株式会社
サン工業株式会社
実相寺
宗教法人清水寺
宗教法人東泉寺

宗教法人柳澤寺
宗教法人浄満寺
仙台北自動車学校
洞雲寺
特別養護老人ホーム抱優館八乙女
独立型社会福祉士事務所ウェルビーイングあさひ
二柱神社
みやぎ仙台商工会
三善測量株式会社
有限会社アベ企画
有限会社石森企画印刷
有限会社おの実業
有限会社河北消毒センター
有限会社シンタク
有限会社八乙女企画

令和6年度法人会員募集のご案内
社協会員加入にご協力をお願いします。皆様のご支援が地域の福祉
活動の支えになります。

詳しいご案内は
こちらを

ご覧ください

問合せ先 財務課 企画財務係　223-2010（代表）

宮 城 野 区

若  林  区

太  白  区

青麻神社
青葉緑化工業株式会社
一般財団法人宮城県青年会館
一般財団法人杜の都産業保健会
介護老人保健施設コジーケア・ホーム
学校法人仙台育英学園
株式会社オンワード・マエノ
株式会社サイコー
株式会社センソクコンサルタント
株式会社橘工業
株式会社東北アイビ

株式会社ＮＩＷＡＹＡ
株式会社農協印刷センター
株式会社ボディプラスインターナショナル
株式会社明和
株式会社レンテック
環境設備工業株式会社
協業組合仙台清掃公社
公益財団法人仙台市医療センター仙台オープン病院
社会福祉法人円周福祉会
社会福祉法人宮城厚生福祉会
社会福祉法人ゆうゆう舎

社会福祉法人ラ・サール会
宗教法人雲洞院
誓渡寺
仙台中央食肉卸売市場株式会社
東杜シーテック株式会社
東北電子機器株式会社
平田神社
安田病院
有限会社みやぎ造景
有楽恒産株式会社

アエル株式会社
朝日仙台税理士法人
熱海建設株式会社
飯川洋一司法書士行政書士事務所
一般社団法人東北再生可能エネルギー協会
医療法人さくら桜ヶ丘クリニック
医療法人社団初心会
奥田建設株式会社
学校法人東北医科薬科大学
学校法人東北学院
学校法人若草学園わかくさ幼稚園
株式会社アスカ
株式会社アトマックス
株式会社阿部和工務店
株式会社河北新報社
株式会社菊地葬儀社
株式会社クロップス
株式会社白松がモナカ本舗
株式会社仙台銀行

株式会社タケザワ
株式会社テーシー東北
株式会社メガネの相沢
公益社団法人仙台市シルバー人材センター
公益社団法人仙台青年会議所
合同会社ウェルビーイング企画
国立大学法人東北大学
實商株式会社
司法書士法人千葉事務所
社会福祉法人青葉福祉会法人本部
社会福祉法人仙台市社会事業協会
社会福祉法人仙台市障害者福祉協会
社会福祉法人仙台福祉サービス協会
社会福祉法人想伝舎食と森のこども園小松島
ジャパンマネジメントカウンシル株式会社
宗教法人大和教団
税理士法人あさひ会計
仙台国際ホテル株式会社
仙台商工会議所

東照宮
東北発電工業株式会社
東北福祉大学
東北ポートサービス株式会社
銅谷建設株式会社
同和警備株式会社
同和興業株式会社
７ＣＯＭ株式会社
東日本興業株式会社
弁護士法人リーガルプロフェッション
松澤工務店
三菱地所株式会社
宮城学院女子大学
杜の都信用金庫
有限会社法務ネットＡチーム
有限会社みやぎ葬祭
有限会社メモワード

アサヒサンクリーン株式会社東北支店
あやし腎・泌尿器クリニック
安養寺
医療法人社団平成会平成眼科病院
医療法人ひろせ会
インテック株式会社
ウツミ工務店株式会社
宇那禰神社
遠藤商事株式会社
活牛寺
株式会社あいあーる
株式会社上郡店
株式会社ｋｉｂｉｄａｎｇｏ
株式会社小松建設
株式会社ジャパンクリーン
株式会社富樫工業
株式会社広瀬組
株式会社ホクトコーポレーション
株式会社ホテル湯の原荘
株式会社宮城衛生環境公社
株式会社宮城日化サービス
株式会社リアライズ

株式会社渡辺新聞店
公益財団法人宮城県結核予防会
興源寺
光西寺
興禅寺
佐藤印刷
宗教法人西方寺
宗教法人弥勒寺
定義とうふ店
正法寺
新東北化学工業愛子工場
鈴木章歯科医院
諏訪神社
青松寺
仙台環境開発株式会社
仙台五陽環境株式会社
仙台西仏教会
仙台農業協同組合宮城支店
大門寺
長泉寺
ディックライト株式会社
同慶寺

德源寺
永澤自動車整備工場
ナショナルエレベーター工業株式会社
錦エステート株式会社
西仙台歯科医院
ニッカウヰスキー株式会社仙台工場
花岡歯科医院
ひろせ内科
ピーエスリサイクル東北
宮内歯科医院
宮城興業株式会社
杜の都信用金庫宮城町支店
有限会社アオバ葬祭
有限会社エムエス電工
有限会社庄子油脂店
有限会社新栄電気水道工業
有限会社中ノ瀬
有限会社ふじや千舟
有限会社結城生花店
よねかわ歯科医院
陸前運送株式会社
龍角寺
ワタキューセイモア株式会社

宮 城 支 部

仙台市社会福祉協議会

法人会員加入のポイント

※法人税法(第37条第4項)の規定により、税制上の優遇措置が
　受けられます。

気軽にできる社会貢献活動です
法人税法上の損金算入ができます

会費（年額）

何口でもご加入いただけます

一
口

令和5年度

青  葉  区

泉  区

社協だより せんだい 2024年8月7



Instagram

カフェ・
子ども食堂の

情報はこちらから
どうぞ 

令
和
６
年
４
月
、宮
城
野
区
松

岡
町
に「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
コ
ッ

ペ
＆
エ
フ
ブ
ン
ノ
イ
チ
＋
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

「
お
し
ゃ
れ
な
ふ
く
し
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
に
増
や
し
て

い
き
た
い
」と
い
う
思
い
を
実
現

す
る
た
め
、N
P
O
法
人
麦
の
会

と
N
P
O
法
人
桑
の
木
の
２
団
体

が
共
同
で
運
営
し
て
い
ま
す
。店

内
は
、パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
、

軽
食
と
コ
ー
ヒ
ー
の
提
供
の
ほ
か
、

ふ
く
し
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

N
P
O
法
人
桑
の
木
の
金
澤
恵

利
香
理
事
長
は
、「
障
害
福
祉
の
分

野
で
活
動
し
て
い
る
が
、福
祉
を
改

め
て
考
え
た
時
に
、障
害
や
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
に
、集
い
交
流
が
で
き

る
場
所
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
カ

フ
ェ
が
地
域
の
皆
様
の
心
地
よ
い

居
場
所
と
な
り
、新
た
な
交
流
や

活
動
が
生
ま
れ
る
場
所
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
思
い
を
話
し
ま
す
。

交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

５
月
か
ら
、毎
月
第
三
土
曜
日
の
お
昼

に「
松
岡
町
子
ど
も
食
堂
」を
始
め
ま

し
た
。食
堂
開
催
日
以
外
も
、子
ど
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、店
内
に

駄
菓
子
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。「
普
段
か
ら
、ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も

と
関
わ
り
、自
然
に
会
話
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

居
心
地
の
良
い
場
所
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
金
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

6
月
15
日（
土
）、枡
江
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

「
み
ん
な
で
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み

は
、地
区
内
に
住
む
住
民
同
士
の

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
、枡
江
地
区
社

協
と
枡
江
児
童
館
、枡
江
子
育
て

支
援
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
初
め
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
総
勢
40
名
が
参
加
し
、パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

初
め
て
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
す
る

方
も
多
く
、初
め
は
投
げ
方
や
力

加
減
が
つ
か
め
な
か
っ
た
方
も
、

「
も
っ
と
強
く
投
げ
る
と
い
い
よ
」

「
あ
の
あ
た
り
を
目
標
に
」と
お

互
い
声
を
か
け
あ
い
、コ
ツ
を
つ

か
み
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

枡
江
地
区
社
協
の
田
中
恒
寿
会

長
は
、「
こ
の
よ
う
な
企
画
を
行
う

上
で
、地
域
の
多
く
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
い
、楽
し
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
何
よ
り
の
や
り
が
い
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
う
」と
話
し
ま
す
。

▲ 子どもも大人も
みんなで楽しくボランティア

▲ 子育てサロン「友・遊・悠」

▲ 敬老祝賀会

▲ ふれあい食事会

▲ ふくしのアンテナショップ

おしゃれな店内▲

子どもに人気の
駄菓子コーナー ▼

館
地
区
は
、自
然
が
残
る
里
山
に
囲
ま

れ
た
緑
豊
か
な
街
で
す
。館
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
は
、平
成
9
年
12
月
14
日
に

連
合
町
内
会
福
祉
部
か
ら
独
立
し
、誕

生
し
ま
し
た
。設
立
当
初
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、今
な
お

そ
の
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、団
地
形
成
か
ら
三
十
数
年
が
経
過

す
る
と
と
も
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

日
常
生
活
環
境
に
も
課
題
が
多
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症

に
移
行
し
、感
染
に
配
慮
し
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
こ
と

で
、社
協
行
事
へ
の
参
加
人
数
も
増
え
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
や
す
く
な
り

安
心
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
開
催
し
た「
子
ど
も
も

大
人
も
み
ん
な
で
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」と
い
う
幹
線
道
路
沿
い
緑
道
の
落
ち

葉
清
掃
で
は
、小
中
学
生
・
東
北
高
校
の

生
徒
・
地
域
住
民
等
、160
名
余
り
の
方
々

が
参
加
し
、み
ん
な
で
楽
し
く
交
流
を
図

り
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

一
年
を
通
し
て
、福
祉
委
員
を
中
心
に

町
内
会
役
員
、民
生
委
員
児
童
委
員
の

協
力
の
も
と
見
守
り
活
動
や
サ
ロ
ン
活

動
、子
育
て
サ
ロ
ン（
館
児
童
セ
ン
タ
ー

共
催
）等
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
老
人
憩
の
家
運
営
委
員
会
主

催
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
参
加
な

ど
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
、よ
り
一
層

地
域
住
民
同
士
の
交
流
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。

「
こ
の
街
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思

え
る
街
づ
く
り
の
た
め
に
、地
域
住
民

と
共
助
の
輪
を
広
げ
る
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。（
館
地
区
社
協
　
渋
谷

房
夫
会
長
よ
り
寄
稿
）

南
中
山
地
区
は
大
観
音
像
と
ゴ
ル

フ
場
を
北
側
か
ら
包
み
込
む
よ
う
に

造
成
さ
れ
た
緑
豊
か
な
街
で
す
。令
和

5
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
動
に

近
づ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、サ
ロ

ン
活
動
、ふ
れ
あ
い
食
事
会
、そ
し
て

敬
老
祝
賀
会
へ
と
、小
規
模
な
活
動
か

ら
段
階
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
対
象
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会
は
年
に
3
回
開
催
し
、食
事
内
容

は
季
節
に
合
わ
せ
た
も
の
に
し
ま
し

た
。聖
和
学
園
短
期
大
学
の
協
力
に
よ

り
、大
学
生
と
高
齢
者
の
交
流
活
動
が

で
き
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
会
は
4
年
ぶ
り
の
開
催

で
あ
り
、規
模
が
大
き
い
た
め
、ふ
れ

あ
い
食
事
会
の
中
で
体
制
の
確
認
を

し
、連
合
町
内
会
や
各
町
内
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者

の
送
迎
方
法
の
見
直
し
や
感
染
防
止

の
た
め
の
協
力
依
頼
な
ど
を
丁
寧
に

行
い
ま
し
た
。

未
就
学
児
対
象
の
子
育
て
サ
ロ
ン
は

主
任
児
童
委
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員

を
主
体
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。若
い

世
代
の
役
員
が
、親
子
で
遊
び
な
が
ら

日
頃
の
悩
み
事
な
ど
の
話
し
合
い
の
場

を
つ
く
る
よ
う
工
夫
し
て
行
い
ま
し
た
。

毎
年
2
月
頃
に
は
男
性
対
象
の
男
の

料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。令
和

5
年
度
の
参
加
者
は
10
名
で
、簡
単
な
つ

ま
み
7
品
を
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
、そ

し
て
テ
キ
パ
キ
と
作
り
ま
し
た
。最
後
は

担
当
役
員
も
含
め
、料
理
の
出
来
栄
え
や

失
敗
し
た
こ
と
、次
回
の
料
理
要
望
な
ど

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
連
合
町
内
会
、
各
町
内
会
、

体
育
振
興
協
会
や
各
種
団
体
と
協
力
し

合
い
な
が
ら
行
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
南
中
山
地
区
社
協

郷
湖
伸
夫
会
長
よ
り
寄
稿
）

～  各区・支部から地域の魅力発信！～
本会では、「第5次地域福祉活動計画（せんだいaiプラン）」を策定し、地域福祉活動の充実を図っています。計画の
理念である「ともに生き、支えあうまち」を目指して、各地域で取り組まれている活動の様子を紹介します。

▲ ゲームが進むにつれ接戦に

▲ 声をかけあいながら楽しむ参加者

▼ 距離の判定に興味深々

宮
城
野
区

ともに生き、支えあうまち
泉　区

枡
江
地
区

ボ
ッ
チ
ャ
を
通
し
て
地
域
交
流

東
仙
台
地
区

心
地
よ
く
過
ご
せ
る
み
ん
な
の
居
場
所

館
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

南
中
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
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Instagram

カフェ・
子ども食堂の

情報はこちらから
どうぞ 
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岡
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＆
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＋
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ア
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＃伊達な地域スナップ写真

八幡地区民生委員児童委
員協議会では、毎月第3水
曜日10:00    11:30に八幡
コミュニティ・センターで子
育てサロンを開 催。平 成
16年から始まり、今年で20
周年を迎えます。

ほっ！とひといき
ママのおしゃべりサロン

七郷地区
ぽっかぽかサロン

＃青葉区

＃若林区 ＃太白区

＃宮城支部

「昭和スターかるた」
なつかしいスターの札を手にすると、みんなが代表曲を歌
い出し、スターを知らない世代でも楽しく参加できました。

錦ケ丘
元気UP

麻雀サロン

毎回、多くの方が参加
され「リーチ！」「ロン！」
笑顔で白熱した戦いが…

40名が参加され、雀卓が会場
いっぱいに！
優勝目指して頭をフル回転！

勝っても負けても楽しい時間！

西多賀
地域イベント・サロン

サロン天沼

4/13㈯、晴天のなか三神峯公園にて
さくらライブが行われました

昭和歌謡を歌ったり、
みんなでラジオ体操をしました

体操の後はカラフルなリースづくりも行いました

三神峯さくらライブ

地域活動の魅力を写真でお届けします。第21号は“地域サロン”の様子です。

当日は3組の親子が参加
してくれました

八幡児童館職員が
絵本を読んでくれました

令和6年度ともまち助成金のご案内
本会では、仙台市内の地域福祉の推進に向けた活動を後押しすることを目的とした

助成制度、「ともに支えあうまちづくり活動創出助成金（以下「ともまち助成金）」を実施
しています。

地区社協、町内会、ボランティア団体、NPO等、さまざまな団体を対象に、当年度中の
活動を支援するものとなっていますので、ぜひご活用ください。

住吉台地区社会福祉協議会では、本助成金を活用し、多世代が気
軽に参加・交流できる場「ふらっとカフェ」を新たに行いました。

このカフェでは、コミュニティ・センターを会場に、お話の場、ス
テージ演奏、ボッチャコーナー、折り紙コーナー、昔遊びコーナー
など、さまざまなプログラムが随所に設けられました。異なる世代
がそれぞれの興味で楽しく活動を行いながら、同じ空間・同じ時を
過ごせる場となり、自然な気にかけ合いができる雰囲気づくりが
なされています。

また、関係機関と連携し相談ブースを設け、集いの場を通して参
加者が気軽にお困りごとを話したり、支援者が地域住民の心配ご
とに気づくための工夫もされました。

「ふらっとカフェ」の開催　住吉台地区
社会福祉協議会

活用
事例

①地区社会福祉協議会
②仙台市に本拠を置き活動する市民団体
　例：町内会、ボランティアグループ、老人クラブ、NPO団体等　
　※その他、要件があります

①地域福祉の推進のために新たに行う活動
②地域福祉の推進のために拡充して行う活動
　※地区社協以外の団体は、他団体との連携・協働による活動であることが要件です

10万円（予算総額300万円）

令和6年11月29日（金）
※予算総額に達した時点で、募集は終了いたします

主に活動を行う地域の仙台市社会福祉協議会 各区・支部事務所
※申請先が不明な場合は下記問合せ先までご連絡ください
※申請にあたっては事前相談が必須となります

対象団体

助成金の概要

助成対象活動

助成金上限額

申請期限

申請先

◇ 団体及び活動の具体的な対象可否については、申請先または下記問合せ先までご相談ください。
◇ 本助成金には書類審査があり、申請から助成金の交付決定までは1か月程度の期間を要します。

問合せ先 地域福祉課地域福祉係 ☎ 223-2026

～

歌の一節であの頃に
タイムスリップ♬

～♪
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＃伊達な地域スナップ写真

八幡地区民生委員児童委
員協議会では、毎月第3水
曜日10:00    11:30に八幡
コミュニティ・センターで子
育てサロンを開 催。平 成
16年から始まり、今年で20
周年を迎えます。

ほっ！とひといき
ママのおしゃべりサロン

七郷地区
ぽっかぽかサロン

＃青葉区

＃若林区 ＃太白区

＃宮城支部

「昭和スターかるた」
なつかしいスターの札を手にすると、みんなが代表曲を歌
い出し、スターを知らない世代でも楽しく参加できました。

錦ケ丘
元気UP

麻雀サロン

毎回、多くの方が参加
され「リーチ！」「ロン！」
笑顔で白熱した戦いが…

40名が参加され、雀卓が会場
いっぱいに！
優勝目指して頭をフル回転！

勝っても負けても楽しい時間！

西多賀
地域イベント・サロン

サロン天沼

4/13㈯、晴天のなか三神峯公園にて
さくらライブが行われました

昭和歌謡を歌ったり、
みんなでラジオ体操をしました

体操の後はカラフルなリースづくりも行いました

三神峯さくらライブ

地域活動の魅力を写真でお届けします。第21号は“地域サロン”の様子です。

当日は3組の親子が参加
してくれました

八幡児童館職員が
絵本を読んでくれました

令和6年度ともまち助成金のご案内
本会では、仙台市内の地域福祉の推進に向けた活動を後押しすることを目的とした

助成制度、「ともに支えあうまちづくり活動創出助成金（以下「ともまち助成金）」を実施
しています。

地区社協、町内会、ボランティア団体、NPO等、さまざまな団体を対象に、当年度中の
活動を支援するものとなっていますので、ぜひご活用ください。

住吉台地区社会福祉協議会では、本助成金を活用し、多世代が気
軽に参加・交流できる場「ふらっとカフェ」を新たに行いました。

このカフェでは、コミュニティ・センターを会場に、お話の場、ス
テージ演奏、ボッチャコーナー、折り紙コーナー、昔遊びコーナー
など、さまざまなプログラムが随所に設けられました。異なる世代
がそれぞれの興味で楽しく活動を行いながら、同じ空間・同じ時を
過ごせる場となり、自然な気にかけ合いができる雰囲気づくりが
なされています。

また、関係機関と連携し相談ブースを設け、集いの場を通して参
加者が気軽にお困りごとを話したり、支援者が地域住民の心配ご
とに気づくための工夫もされました。

「ふらっとカフェ」の開催　住吉台地区
社会福祉協議会

活用
事例

①地区社会福祉協議会
②仙台市に本拠を置き活動する市民団体
　例：町内会、ボランティアグループ、老人クラブ、NPO団体等　
　※その他、要件があります

①地域福祉の推進のために新たに行う活動
②地域福祉の推進のために拡充して行う活動
　※地区社協以外の団体は、他団体との連携・協働による活動であることが要件です

10万円（予算総額300万円）

令和6年11月29日（金）
※予算総額に達した時点で、募集は終了いたします

主に活動を行う地域の仙台市社会福祉協議会 各区・支部事務所
※申請先が不明な場合は下記問合せ先までご連絡ください
※申請にあたっては事前相談が必須となります

対象団体

助成金の概要

助成対象活動

助成金上限額

申請期限

申請先

◇ 団体及び活動の具体的な対象可否については、申請先または下記問合せ先までご相談ください。
◇ 本助成金には書類審査があり、申請から助成金の交付決定までは1か月程度の期間を要します。

問合せ先 地域福祉課地域福祉係 ☎ 223-2026

～

歌の一節であの頃に
タイムスリップ♬

～♪
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〒980-0022 仙台市青葉区五橋2丁目12-2 仙台市福祉プラザ6階　TEL:022-223-2010(代表)

次回予告 社協だより せんだい 第22号 令和6年12月1日発行予定
ホームページはこちら

仙台市社協 検索

社会福祉法人仙台市社会福祉協議会発行

日本赤十字社仙台市地区本部

令和5年度 会費実績のご報告

赤十字の会費は、国内外の救援活動、献血事業のほか、地域へ
の救急法等の講師派遣や防災設備の配備、火災等で被災され
た方へ毛布や緊急セット等の配付などに使われています。

共同募金は、お住まいの地域のさまざまな福祉活動や
災害復興支援、火災等で被災された方へのお見舞い、福
祉施設・団体等の支援に使われています。感謝の気持ち
を伝えるために「ありがとうメッセージ動画」を作成し
ましたので、こちらもご覧ください。　

（令和6年3月1日～令和6年6月30日　順不同、敬称略）

寄附金をいただいた皆様

内訳 会費額

青葉区地区

宮城野区地区
若林区地区
太白区地区
泉区地区

24,571,450円
(うち宮城奉仕団7,647,150円)

13,133,800円

11,178,750円

17,955,829円

17,831,470円

内訳 募金額
青葉区募金会

宮城野区募金会
宮城地区募金会

若林区募金会
太白区募金会
泉区募金会

事務局

15,434,357円

10,383,679円
8,891,836円

7,042,388円

286,185円

15,389,633円

15,909,739円

仙台市共同募金委員会

令和5年度 募金実績のご報告令和5年度 募金実績のご報告

84,671,299円 73,337,817円

心温まるご寄附をありがとうございました

（青葉区又は太白区エリアで活動可能な方大歓迎！）

まもりーぶ仙台
生活支援員募集

物品をいただいた皆様

■ 株式会社エフワーク
　 代表取締役 畑山春夫
■ 高森東児童センター
■ 愛子児童館
■ 川前児童館

■ 西風ガーデン
■ 将監西児童館
■ 鈎取ニュータウン町内会
　 会長 阿部清治

■ 有限会社ハーバーコーポレーション
　 亞呉屋仙台店
■ 一般社団法人仙台設備工事業協会
　 理事長 福田幸穂
■ 郷六壮年会
■ セイコー労働組合 仙台支部

■ 一般財団法人 白石庵敬神会
　 代表理事 赤坂有司
■ ドレミのうた 代表 沼田延子
■ 泉ヶ丘センター 児童クラブ 
■ 匿名（個人5件、団体4件）

■ 匿名（個人3件）

仙台市権利擁護センター（まもりーぶ仙台）
では現在、青葉区又は太白区エリアで活動可
能な生活支援員を募集しています。認知症や知
的障害、精神障害をお持ちで、判断能力が十分
でない方の自宅を訪問し、利用援助や金銭管理
サービスの支援を行う業務です。詳細はお問い
合わせください。

 生活支援員募集QRコード⇒

仙台市権利擁護センター

TEL.217-1610

問
い
合
わ
せ

本会事務室の仮移転のお知らせ
福祉プラザの休館に伴い、12月から仮移転先にて業務を
継続します。詳しくは本会ホームページ等でお知らせします。

〒980-0802
青葉区二日町4-3
仙台市役所二日町分庁舎1階
TEL:022-265-5260

青葉区事務所

宮城野区事務所

〒982-0012
太白区長町南3-1-30
南部発達相談支援センター（南部アーチル）１階
TEL:022-248-8188

〒989-3125
青葉区下愛子字観音堂27-1
宮城社会福祉センター内
TEL:022-392-7868

〒984-0811
若林区保春院前丁3-1
若林区中央市民センター別棟1階
TEL:022-282-7971

〒983-0841
宮城野区原町3-5-20
メゾン坂下1階
TEL:022-256-3650

〒981-3131
泉区七北田字道48-12
泉社会福祉センター内
TEL:022-372-1581

太白区事務所

宮城支部事務所

若林区事務所

泉区事務所

Facebook ▲ Facebook ▲Instagram▲

Facebook ▲ Facebook ▲Instagram▲Instagram▲

Facebook ▲ Facebook ▲


